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国土交通省関東地方整備局
常陸河川国道事務所

下館バイパス
下館バイパスは、筑西市内の交通渋滞の緩和と周辺環境の向上を目指します。
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関係者の方々に、
用地補償等について
説明します。

関係する土地の
境界、面積および
建物について
調査します。

道路に必要な
範囲について
現地に杭を
設置します。

設計図をもとに、
関係者の方々に
具体的な設計内容
を説明します。

現地のデータに
基づいて設計を
実施します。

設計に必要な
地質状況の調査
を実施します。

設計に必要な
測量を実施します。

測量・地質等の
調査概要を
関係者の方々に
説明します。

関係者の方 と々
用地補償の
協議・契約・支払い
を行います。

文化財の埋蔵状況の
調査を実施します。

周辺に十分
配慮しながら
工事を実施します。

道路が完成し、
人や車が
通れるように
なります。

事業の流れ

標準横断図

計画諸元
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■国道50号現道の交通量が減少し、交通渋滞が緩和します。それ
に伴い安全性が向上します。

■交通渋滞が緩和され、自動車からのCO2排出量の削減が見込ま
れます。

下館バイパスを整備することによって
以下のような効果が期待されます。

通過交通や市街地発着交通が転換
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▲筑西市玉戸地先の交通状況

この地図は、国土地理院長の承諾を得て、同院発行の２万５千分の１地形図を複製したものである。

　国道50号が通過する筑西市の中心部は、慢性的な交通渋滞
が発生しています。下館バイパスは、この交通渋滞の緩和と、市
内中心部に流入する通過交通の分散による周辺環境の向上な
どを目的とする、筑西市下川島地先から筑西市横塚地先に至る
延長10.6kmの事業です。

事業の事業の
内容内容 位置図位置図

航空写真航空写真

事業経緯

▲筑西市玉戸地先の交通状況

1 筑西市神分付近（H22.3 撮影） 2 筑西市灰塚付近（H22.3 撮影） 3 筑西市川澄付近（H22.3 撮影）

下館バイパスは下館バイパスは、筑西市内の交通渋滞の緩和と周辺環境の向上を目指します。筑西市内の交通渋滞の緩和と周辺環境の向上を目指します。

整備整備
効果効果

昭和58年4月14日 都市計画決定
昭和61年度 事業着手[筑西市岡芹地先～筑西市横塚地先]L=4.1km
平成元年度 用地取得着手
平成2年度 工事着手
平成10年4月17日 暫定2車線供用[筑西市岡芹地先～筑西市川澄地先]L=2.3km
平成13年度 事業化区間延伸[筑西市玉戸地先～筑西市岡芹地先]L=3.9km
平成15年4月30日 暫定2車線供用[筑西市川澄地先～筑西市横塚地先]L=1.8km
平成16年度 事業化区間延伸[筑西市下川島地先～筑西市玉戸地先]L=2.6km

国道50号下館バイパス道路計画図
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